


















　2011 年 3 月 11 日に宮城県牡鹿半島の東南東沖約 130km の海底を震源として発
生した巨大地震は，日本における地震観測史上最大のマグニチュード 9.0 を記録し，
岩手県，宮城県，福島県の沿岸部を中心に未曾有の大災害をもたらした。警察庁に
よれば，2012 年 8 月 22 日現在，死者は 15,868 人，重軽傷者は 6,109 人，警察に
届出があった行方不明者は 2,848 人で，また被害額の総計は 20 兆円を優に超える
であろうとも言われている。そのようななか，社会福祉法人全国社会福祉協議会は
東北三県各地のボランティアセンターに登録したボランティア活動従事者の延べ人
数は，震災より約５ヶ月間後の 2011 年 8 月 21 日の時点で 686,800 人に達したと
発表した。震災からの復興が，ボランティア活動によって広く支えられていること























































































（Anselm Strauss）の 2 名であり，彼らの質的研究方法論は，グラウンデッドセ
オリーとして知られている。それはデータ収集，データ分析，理論構築という 3 つ












新しく組み替えて再構築する作業が必要となる（木下 2007: 209-216）。Strauss 
















































践的な取り組みの手掛かりとして活用されるべき類のものであろう（萱間 2007: 3, 
51）。
3.　研究方法と研究対象者












いて選択されたのは 9 人（男性 3 名，女性 6 名）で，そこには以下の 6 つの共通
点が存在する。





















































イドラインに従い，Open-ended Interview Question を用いてできる限り自由に




































































































































































































































































（1）ボランティア活動を，社会心理学の観点から研究する David Gerald（1985: 








　②  values and attitudes model：社会奉仕活動の必要性に対して強い信念をも
つ場合
　③  volunteer motivations model：自らのスキルアップや自己充実のための社
会奉仕活動である場合
　④ volunteer personality model：純粋に人を助けたいと強く感じる場合






は，Gerald と Penner の提唱する 4 つのモデルの 2 番目と 4 番目，特に 4 番目の
「volunteer personality model：人を助けたいと強く感じる場合」に最もよく当て















目を果たすものである」（Rambo and Farhadian 1999: 25）。Rambo は，危機を，
外的な危機と内的な危機の 2 種類に分類する。内的な危機は，体や精神の病，個々
の考え方の変化に起因し，外的な危機は，政治的変化や天変地異，さらには人間関



































や宗教教育学研究に多大なる影響を与えた Emory University のジェームズ・フ
ァウラー（James W. Fowler）は，エリクソン（Erick Erickson）の心理発達論
や，コールバーグ（Lawrence Kohlberg）の道徳発達論のモチーフに基づき，独
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